
砥石城跡要図

　

前
回
の
巻
の
八
十
四
で
は
戦
国

大
名
に
成
長
し
て
い
っ
た
宇
喜
多

氏
の
本ほ

ん
か
ん
ち

貫
地
と
な
っ
た
砥
石
城
を

巡
る
歴
史
や
大
賀
島
寺
と
の
ゆ
か

り
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。
今

回
は
『
邑
久
町
史
』
編へ

ん

纂さ
ん

事
業
で

判
明
し
た
成
果
を
基
に
砥
石
城
の

構
造
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

山
城
と
は

　

合
戦
で
勢
力
を
確
保
し
て
成
長

し
よ
う
と
す
る
者
の
登
場
に
よ
り

内
乱
が
頻ひ

ん
ぱ
つ発
す
る
南
北
朝
時
代
以

降
、
城
の
防
御
機
能
を
強
化
す
る

こ
と
が
重
要
に
な
り
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
見
晴
ら
し
が
効
き
近
寄
り

が
た
い
自
然
の
地
形
を
利
用
し

て
、
山
全
体
で
防
御
を
固
め
た

城
が
築
か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
を
山
城
と
い
い
、
砥
石

城
も
山
城
の
一
つ
で
す
。

　

戦
国
時
代
で
も
15
世
紀
の
早
い

時
期
の
城
は
、
こ
う
し
た
山
城
が

多
く
、
平
地
に
築
か
れ
た
岡
山
城

の
よ
う
に
立
派
な
天て

ん
し
ゅ
か
く

守
閣
が
建

て
ら
れ
、
高
い
石
垣
が
築
か
れ
る

よ
う
に
な
る
の
は
、
16
世
紀
の
後

半
以
降
で
す
。

砥
石
城
っ
て
ど
ん
な
城

　

砥
石
城
は
、
千
町
平
野
の
南
に

張
り
出
し
た
標
高
１
０
１・
１
㍍

（
ふ
も
と
か
ら
の
比
高
は
約
96
㍍
）

の
砥
石
山
と
そ
の
西
側
の
二
つ
の

丘
陵
の
尾
根
筋
に
築
か
れ
た
「
連れ

ん

郭か
く

式
」
の
山
城
で
す
。

　

東
側
の
砥
石
山
の
山
頂
に
郭か

く
・

曲く
る
わ輪

と
呼
ば
れ
る
長
さ
45
㍍
×
最

大
幅
19
㍍
の
細
長
い
平
坦
部
を
削

り
出
し
本ほ

ん
ま
る丸
の
主し
ゅ
か
く郭
と
し
、
東
西

の
端
に
は
野の

づ
ら
づ
み

面
積
の
石
垣
が
積
ま

れ
て
い
ま
す
。
主
郭
の
北
側
に
４

段
、
南
側
に
１
段
の
曲
輪
を
構
え

て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
主
郭
か
ら
北
東
方
向

に
下
が
っ
た
尾
根
筋
に
９
段
か
ら

な
る
出で

く
る
わ
曲
輪
で
大
手
筋
を
防
御
し

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
本
丸
は

南
北
約
３
０
０
㍍
か
ら
な
る
縄
張

り
で
城
郭
を
固
め
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
本
丸
か
ら
谷
を
隔
て
て

西
２
０
０
㍍
の
標
高
１
０
７
・
２

㍍
の
丘
陵
は
砥
石
城
の
出で

ま
る丸
（
出

城
）
と
呼
ば
れ
、
尾
根
の
基
部
近

く
を
切
っ
て
堀
に
す
る
「
堀ほ

り
き
り切

」

を
備
え
、頂
部
を
出
丸
主
郭
と
し
、

南
北
26
㍍
×
東
西
18
㍍
の
平
坦
面

の
南
・
東
・
西
辺
の
一
部
に
土ど

る
い塁

を「
コ
」字
状
に
築
い
て
い
ま
す
。

　　2月 29 日（水）

☎
☎
☎

BooKs

指
の
運
動
が
で
き
て
、
脳
の
活
性

化
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

興
味
を
お
持
ち
の
人
は
、
い
つ

で
も
見
学
、
参
加
で
き
ま
す
。
ぜ

ひ
、
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

▽
日
時

　

・
中
央
公
民
館

　

毎
月
第
２・
４
水
曜
日

　

・
長
船
町
公
民
館

　

毎
月
第
１・３
水
曜
日

　

・
牛
窓
町
公
民
館
鹿
忍
分
館

　

毎
月
第
２・
４
金
曜
日

　

そ
れ
ぞ
れ
午
前
９
時
30
分
〜
午

前
11
時
30
分

▽
参
加
費　

月
２
、０
０
０
円

※
テ
キ
ス
ト
・
冷
暖
房
代
別
途

▽
持
ち
物　

　

ノ
ー
ト
・
筆
記
用
具

※
キ
ー
ボ
ー
ド
の
持
ち
込
み
も
で

　

き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

　

松
下
薫
さ
ん

　

☎
０
８
６
９-

２
４-

０
９
７
６

幕
末
の
浮
世
絵
師
と
、
現
代
の
ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
の

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
作
品
集
。
ハ
ッ
と
驚
く
だ
ま
し

絵
、
さ
か
さ
絵
、
影
絵
な
ど
、
時
に
は
本
を
ひ
っ
く

り
返
し
た
り
、
10
円
玉
を
重
ね
た
り
し
て
、
不
思
議

な
絵
の
世
界
を
楽
し
め
ま
す
。

歌
川
国
芳
×
伊
藤
文
人
あ
そ
び
絵
く
ら
べ

　

伊
藤
文
人
…
作
・
文　
　

東
京
美
術
…
出
版
社

おやすみをいうまえに
　エリシャ・クーパー…作　山本象…訳
　バベルプレス…出版社
夕暮れの道を、お父さんが小さな娘と散歩に出か
けます。近所の人や風景を眺めながらゆっくりと。
徐々に夕闇が濃くなり、月が昇り、ゆったりとし
た時間の流れを感じられます。おやすみ前にお父
さんに読んで欲しい１冊。

　

史
跡
な
ど
を
歩
い
て
巡
り
、
地

域
の
良
さ
や
魅
力
を
再
発
見
す
る

「
地
域
再
発
見
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
」。

　

平
成
23
年
11
月
に
は
、
砥
石
城

跡
な
ど
で
実
施
し
ま
し
た
。
２
月

は
長
船
、
３
月
は
牛
窓
で
行
い
ま

す
。
講
師
に
よ
る
解
説
も
あ
り
ま

す
。
事
前
に
申
し
込
み
の
上
、
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

　

歩
き
や
す
い
服
装
と
履
き
慣
れ

た
靴
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　

参
加
費
は
３
０
０
円
（
年
間
登

録
料
）
で
す
。
中
学
生
以
下
は
無

料
で
す
。

【
長
船
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
】

▽
日
時　

２
月
25
日
（
土
）　

午

　

前
９
時
〜
正
午
（
小
雨
決
行
）

▽
集
合
場
所　

靭
負
神
社
（
天
王

　

社
）
北
側
駐
車
場
（
国
道
２
号

　
線
南
側
）　

午
前
８
時
50
分
集
合

▽
コ
ー
ス　

備
前
長
船
刀
剣
博
物

　

館
・
靭
負
神
社
（
天
王
社
）・

　

坂
根
堰
な
ど

　
（
瀬
戸
内
市
長
船
町
〜
備
前
市

　

方
面
）

▽
持
ち
物　

タ
オ
ル
・
雨
具
（
小

　

雨
の
と
き
）　

な
ど

▽
申
込
期
限　

２
月
22
日
（
水
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

　

中
央
公
民
館

【
牛
窓
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
】

▽
日
時　

３
月
３
日
（
土
）　

午

　

前
９
時
20
分
〜
午
後
３
時
（
小

　

雨
決
行
）

▽
集
合
場
所　

瀬
戸
内
市
立
美
術

　
館
駐
車
場　

午
前
９
時
20
分
集
合

▽
コ
ー
ス　

千
手
山
弘
法
寺
・
東

　

寿
院
・
千
手
山
大
門
な
ど

▽
持
ち
物　

弁
当
・
飲
み
物
・
タ

　

オ
ル
・
雨
具
（
小
雨
の
と
き
）

▽
申
込
期
限　

３
月
１
日
（
木
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先　

　

牛
窓
町
公
民
館

 
中
高
年
か
ら
始
め
る

 

「
ら
く
ら
く
ピ
ア
ノ
」
講
座

　

市
内
の
各
公
民
館
で
「
ら
く
ら

く
ピ
ア
ノ
」
講
座
を
開
講
し
て
い

ま
す
。

　

中
高
年
の
ピ
ア
ノ
初
心
者
が
集

い
、
互
い
の
演
奏
を
聴
き
、
励
ま

し
合
っ
て
、
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

楽
譜
が
読
め
な
く
て
も
簡
単
に

演
奏
で
き
ま
す
。
楽
し
み
な
が
ら

 

地
域
再
発
見
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

主
郭
に
続
く
北
西
方
向
の
２
段
の

曲
輪
は
自
然
の
地
形
を
巧
み
に
利

用
し
出
丸
主
郭
を
谷
筋
か
ら
の
攻

め
に
対
し
て
固
め
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
尾
根
の
北
側
に
向
か
い
９
段

の
曲
輪
を
配
備
し
て
い
ま
す
。

　

一
見
す
る
と
た
だ
の
山
と
し
か

見
え
な
い
砥
石
城
跡
で
す
が
、
実

際
に
足
を
運
び
、
千
町
平
野
を
望

み
な
が
ら
、
砥
石
城
を
築
城
し
戦

国
大
名
と
な
っ
た
宇
喜
多
氏
に
思

い
を
巡
ら
せ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

【
参
考
文
献
】

　

・『
邑
久
町
史
考
古
編
』
平
成
18
年

のんびりと史跡を歩いて巡ります

砥石城跡全景（中央が本丸、右が出丸）

本丸

出丸

砥石城跡

登山口

堀切

登山口

登山口

生
活
と
環
境

安
全
通
信

み
ん
な
の
広
場

ま
ち
の
話
題

知
っ
得
！
情
報

く
ら
し
の
情
報

ま
な
び
の
部
屋

健
康
ラ
イ
フ


